とっても やっぱり 女と しての 社会生活の 一 面で あると 

いう ふうに 思われて きている。 よしんば それが、 彼女 

たちの 人生の 十分の 八 迄の 部分 を 占める としても、 後 

の 二分 は 疑い もな く 結婚 をして 家庭 を もって 母と もな 

り、 それらの 経験で 成熟して 行く 女性と しての 人間性 

からこの 社会に 何 か を 貢献した いと 思い はじめて いる _ 

これ は 当然な そして 自然な 女性の 社会的 感覚の 発展で 

ある。 それ だのに この 当然 さ 自然 さの ために、 今日 総 

ての 未婚と 既婚の 真面目な 女性た ちが、 言い 尽 せない 

複雑 広範な 問題 を 日々 の 中に 感じて いる。 これ はどう 

いう 訳だろう。 



ョ ー 口 ツバで も 家門の 名誉と いう こと を、 その 財産の 

問題と からめて 極端に 重大に 視る 習慣の あ つた ス ペイ 

ンゃロ ー マの 貴族の 間で どんなに 悲劇が あつたか とい 

うこと は、 「口 ー ミオと ジ ユリ エツ ト」 一 つ を 見ても よ 

くわ かる。 ス タンダ— ルが 書いて いる 「カストロの 尼」 

の おそろしい 物語 は、 結局 は 口 — マ 貴族の 家門の 悲劇 

であった。 同じ スタン ダ ー ルの 「パリア ノ 公爵夫人」 

と いう 美しく もの 凄い ロマンス は 十六 世紀の イタ リャ 

法王 領内で 起った 悲劇であった。 これらの 中世のお そ 

ろしい 情熱の 物語、 情熱の 悲劇 は、 当時 絶対の 父権 I 

I 天主 • 父 • 夫の 権力の もとに 神に 従う と同じように 



封建社会 は徐々 に 近代の 資本主義の 社会に 発展して 

きた。 新しい 社会の エネ ルギ —に対して、 その 経済的 

活動の 上に も、 政治 生活の 上に も 絶対の 権力 を ふるつ 

てきた 僧侶 貴族 一 家 一 門の 首領た ちの 権威 は、 彼等の 

やり方と 共に 若い 時代に とって 重荷に なって きた。 発 

展を 阻む ものに なって きた。 近代の 歴史の 担当者と し 

て 現れた ブル ジョ アジ— は、 王権 を 否定して 巿民 (ブ 

ルジ ョァ) の 権利 を 確立す ると 共に、 ル— テル を 先頭 

に 立てて、 法王に 統率され 経済的 政治的に 専制 勢力の 

柱で ある 天主教の 仕組 を 否定した。 そして、 巿民 一人 

一 人の 精神の 内に 在る 神と しての キリスト教 新教 を 組 



幸福」 その他で 結婚 生活の 無 目的 性と 生物 的な 本質 を、 

きびしい 自分への 批評 を こめて 描いて いる。 「戦争と 

平和」 の 中で あの 特徴の ある 敏感な 可愛い ナタ ー シャ 

が、 当時 (十九 世紀) の ロシアの 上級 階級の いざこざ 

の 間に 幾つか の 恋愛 を 経験しながら 最後 はピ ェ— ルの 

妻と なって、 だんだん 鈍感に なり、 ふとり、 次から 次 

へと 子供 を 持って 歌い もせず 考え もしない 客間と 子供 

部屋 だけの 存在と なって 行く 過程 を、 トルストイ は 何 

と鮮 かに 追跡して いるであろう。 「アンナ • カレ ー 二 

ナ 」 が 偽善 的な 上 流 社会 の 結婚の 枷と 上流 婦人の 無為 

な 生活の 中で、 彼女の 豊かな 活力と 可能性 を 受け止め 



ている。 今日 長い おそろしい 戦争の 結果 これ 程の 未 亡 

人と、 浮浪児が 何ん の 人間ら しい 生活へ 進む 可能性 も 

国家から 保証され ないで、 おそろしい インフレ ー ショ 

ンの 街に 放り出され ている とき、 平等の 親権 は、 何 を 

なし 得る だろう。 男女平等の 財産権が、 どこに その 基 

礎になる 人民の 財産 を もってい るだろう。 もし 民法で 

新しく きめられた 婦人の 社会的 平等、 人間ら しい 対等 

の 権利 を 具体的な ものにするなら、 もうきよ うの 社会 

のなかで 民法の 条項が 改正され ただけ では 意味がない _ 

男と 女と がその 勤労に よって 生きなければ ならない 労 

働に 関係 あるす ベての 法律で、 男女 は 平等に なり 女が 



的 行為の 中に 実在した の だ。 坂 口 安吾 氏が そ れ 程 熱中 

して 性的 生活の 中に だけ 人間的 実在 を 捕える と 言いな 

がら、 その 経験に 負けない 熱中 を もって、 或いは 性的 

行為の 幾 倍 かの 人間的 エネ ルギ— を 傾けて、 それ を 文 

学と いう 様式 を 通じて、 仮にも 文学作品と よばれる も 

のにして 行かなければ いられない、 その 必然 は どこに 

あるの だろう。 

あんまり はっき リ 現れて いる この 矛盾に ついて、 作 

家 自身 はかって 一度 も 説明 を 与えて いない。 作家が 答 

えられない としても 第三者で ある 私達に は 答えられ る- 

つ まり 私たち 人類 は、 もう 穴居人で はない という こと 



ける 独特な 機能と して、 パブロフが 発見した 犬と 等し 

い 第 一 次 命令 体と 共に、 も つ と 深く も つ と 微妙に 人間 

生活に 影響す る 第一 一命 令 体 (セ コ ンド • ォ— ダ • シス 

テム) の ある こと を 証明した。 犬 は その 餌 を 持って来 

る 人が 何人であろう とも、 実験 上 習慣と なって いる 一 

定の 時間に 餌 を 見れば 盛んに 反射作用 を 起して 胃液 を 

分泌した。 人間に も 食慾が ある。 食べたい 時に 食物 を 

見れば、 反射作用 を 起して 口の 中 は 湿つ ぼくなる。 け 

れ ども 忘れて ならない こと は、 犬が 決して 「これ は畜 

生の 食い物 だ」 という 感情 を 知らない ことで ある。 犬 

は 食い物の 与えられ 方に よ つ て 決して 食いた くないと 



れ ども、 今日の 青春が おかれて いる 事情 を 見れば、 そ 

こに は それぞれの 形での 春の 目覚の 悲劇が あるよう に 

思われる。 用意され た 知識 も 分別 も 無い ままに、 戦争 

中の あの 楽し さ を 全く 奪われた 生活の 檻から 離され、 

青春 はドッ とば かりに 溢れ出した。 何に 向って？ ど 

ういう 喜び？ 何 を どういう 風に 建設しょう として？ 

ところが ここで も、 崩潰され た 生活 安定と 楽し さ を 喜 

ぼ う とする 激し い 欲望が ぶっかつ ている。 はしゃぐ こ 

と を ふざける こと をい つも 禁じられ てきた 日本の 娘が 

今日 町で、 公園で 種々 の 生活の 隅々 で、 ひたすら 笑う 

こと を はしゃぐ こと (有閑に 楽しむ こと) を渴 望して 



をして 行かねば ならない。 しかも 百年 前の 無知での び 

やかな、 外の 世界 を 知らない 女心の 狭 さは、 今日、 本 

人達が 望む よりも 激しい 勢で 打ち破られ ている。 一見 

文明 的な そのく せ 現実の 社会 施設に 於て は 無 一 物な 荒 

野に、 婦人 は 突き出され ている。 ショウが 「人と 超人」 

を 書いた 一 九 〇 三年に は 自覚の ある 少数の 男が 生物 的 

な (生の) 力に 虞になる こと を 恐れ、 それに 抵抗した。 

一九 四 七 年代に なれば、 この 抵抗 を 非常に 多数の 若い 

女性た ちが 感じて いる。 やっと 発展させる 可能な 条件 

が 社会に 現れた 今日の 日本で、 一 心に 自分 を 成長 させ 

人間の 歴史に 何事 か を 加えたい と 希望して いる 愛憐ら 



れば 女性が 男と 等しい 意味で 人間と して 豊かな 経験 を 

重ねながら、 それぞれの 成熟の 段階で、 社会に 貢献し 

て 行く こと は 不可能で ある こと を 知つ ている ので ある _ 

今日の 愛の モラル は、 資本主義 社会に 於て こんなに 

も 強く 女性の 生活の 上に 現れて いる 板 挾みの 状態 を、 

男子が ど の 程度まで 自分の 人間性 そのもの にも かか 

わ つてい る 状態と して 理解す るかと いう 具体的な 点に 

かかって いる。 何故なら、 愛 は 何時も 好意で ある。 不 

便 や 不幸 を少 くして 喜びと 希望と を もたらそう とする 

善意 そのもの である。 自分の 人生 を 愛し、 女性で ある 

喜び を 愛そうと し、 人間で ある 男の 誇らしい 希望 や 奮 
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